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市の人口

（昭和59キ1月1日現在）

世帯数50，715世帯（前月比10世帯増）

人口160，852人（前月比182人増）

男80．104人

女80，748人

防
火
で
守
ろ
う
生
命
と
財
産

宇
治
市
消
防
本
部
は
、
こ
の
ほ
ど
昭
和
五
十
八
年
（
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
）
の
火
災

救
急
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。
昨
年
、
火
災
は
発
生
件
数
、
損
害
額
と
も
過
去
十
年
間
で

二
番
目
、
救
急
出
動
件
数
は
消
防
署
始
ま
っ
て
以
来
と
い
う
多
い
数
字
を
記
録
し
ま
し
た
。

特
に
建
物
火
災
は
そ
の
三
分
の
一
が
十
月
か
ら
十
二
月
に
集
中
し
て
発
生
。
火
災
原
因
は

放
火
（
疑
い
含
む
）
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
が
あ
い
変
わ
ら
ず
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
今
後
い
っ
そ
う
防
火
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

で
多
く
な
っ
て
い
ま
ｙ
。

月
別
の
発
生
件
数
で
は
、
十
一

月
が
十
件
と
他
の
月
を
大
今
主

回
り
、
次
い
で
三
月
の
七
件
、
四

月
、
六
月
、
八
月
の
五
件
と
な
っ

て
い
康
ｙ
。

建
物
火
災
は
三
十
五
件
で
全
体

の
お
よ
至
〈
三
ｒ
に
当
た
り
、
そ

の
う
ち
二
十
五
件
が
住
宅
、
共
同

住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
建
物
火
災
は
十

月
、
十
一
月
、
十
二
月
に
集
中
し

で
発
生
。
や
は
り
、
日
常
牛
活
で

火
差
弩
碗
会
が
多
い
時
期
に
火

災
も
多
ぐ
起
こ
っ
て
い
る
と
い
え

そ
う
で
す
。
ま
た
、
林
野
火
災
も

二
件
発
生
し
て
お
り
、
山
中
な
ど

で
の
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
が
必

要
で
す
。

口
災
に
よ
る
被
害
は
、
死
者
一

火災は大切な財産を一瞬に

して灰に（家族で防火を）
大切な文化財を守るため

の防火訓練（白山神社で）

人
、
負
傷
者
四
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
焼
損
面
積
は
、
建
物
が
千
五

百
九
十
三
平
方
μ
、
林
野
が
二
五

7
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
五

十
七
年
に
比
べ
る
と
減
少
し
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
損
害
額
は
一
億

五
千
四
百
三
万
一
千
円
で
、
過
去

十
年
間
の
損
害
額
の
中
で
五
十
年

の
一
億
七
千
七
百
九
十
四
万
八
千

円
に
次
ぐ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
火
災
一
件
当
た
り

の
平
均
損
害
額
は
二
百
八
十
万
五

千
四
百
七
十
二
円
で
、
損
害
額
が

五
百
万
円
以
上
の
火
災
は
七
件
あ

り
ま
し
た
。

原
因
の
上
位
は

放
火
・
た
ば
こ

火
災
の
原
因
は
、
五
十
八
年
も

▼
地
上
と
は
し
ご
車
か
ら
力
強
く
一
斉
放
水
（
塔
の
島
で
）

消防出初め式

塹
橿
例
、
宇
治
市
消
防
出
初

め
式
が
一
月
七
日
、
府
立
至
芸

園
中
の
島
一
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

穏
や
か
な
日
ざ
し
と
な
っ
た
当

日
、
市
役
所
か
ら
池
本
市
長
が
乗

っ
た
オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
到
着
夕
将

っ
て
式
典
を
開
始
。

式
に
は
、
消
防
職
員
や
消
防
団

員
、
各
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
員
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
、
笠
取
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
員
ら
約
六
甲
ハ
と
游

防
車
、
救
急
車
な
芦
車
両
十
五
台

が
参
加
し
ま
し
た
。

森
本
消
防
長
の
訓
示
で
火
災
絶

無
の
誓
い
か
薪
た
に
し
た
後
、
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
鼓
笛
演
奏

に
続
き
、
宇
治
川
に
向
か
っ
て
一

斉
に
放
水
。
日
ざ
し
輝
く
宇
治
川

の
川
面
に
く
っ
き
り
と
に
じ
が
描

か
れ
ま
し
た
。

281

放
火
（
疑
い
含
む
）
が
最
も
多
く

九
件
。
つ
づ
い
て
た
ば
こ
の
火
の

不
始
末
が
八
件
、
火
遊
び
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
句
短
れ
が
五
件
、
た

き
ｙ
ハ
が
四
件
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
と

電
気
ス
ト
ー
ブ
合
わ
せ
て
五
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
楽
激
因
の
一

位
、
二
位
は
五
ナ
も
年
と
同
様
、

放
火
（
疑
い
含
む
）
と
た
ぱ
こ
の

火
の
不
始
末
が
占
め
奔
し
た
。

ま
た
、
五
十
八
年
八
月
に
起
き

た
心
華
寺
の
火
災
忿
含
み
落
雷
に

よ
る
も
の
が
二
件
あ
り
声
巡
。

大
幅
に
増
加
の

救
急
出
動

救
急
出
動
件
数
は
、
二
千
七
百

九
十
七
件
で
五
十
七
年
と
比
べ
る

と
二
百
八
件
増
。
ま
た
、
こ
れ
は

市
が
救
急
業
務
憲
男
て
以
来
の

最
多
出
動
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

出
動
じ
た
内
容
は
、
急
病
が
千

二
百
六
十
件
で
一
番
多
ぐ
、
次
に

交
通
事
故
が
八
百
二
十
三
件
、
一

般
負
傷
が
三
百
三
十
二
件
と
な
っ

て
い
ま
ず
。
五
十
七
年
に
比
べ
る

一
月
二
土
八
日
は
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。
文
化
財
防
火
デ

ー
は
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
二

土
〈
日
に
奈
良
法
隆
寺
金
堂
の

壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
、
そ
し

て
、
ち
ょ
Ｉ
忌
ハ
災
の
多
い
シ

ー
ズ
ン
に
当
た
っ
て
い
る
た
め
、

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

宇
治
市
に
は
、
平
等
院
鳳
凰

堂
や
宇
治
上
神
社
な
ど
の
国
宝

を
ほ
じ
め
、
白
山
神
社
拝
殿
な

ど
の
重
要
文
化
財
や
宇
治
市
指

定
文
化
財
な
戸
召
数
多
く
あ
り

ま
ず
。
先
人
が
築
き
上
げ
た
大

切
な
文
化
財
政
後
世
に
伝
え
る

の
は
私
た
ち
の
努
め
で
ｙ
。

市
民
み
ん
な
で
郷
土
の
文
化

財
を
守
る
た
め
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
文
化
財
の
付
近
で
は
、
た

き
″
ハ
や
た
ば
こ
な
戸
沢
を
ｓ
ｃ

な
い
▼
子
戸
石
に
火
遊
び
、
花

火
な
ど
を
さ
せ
な
い
▼
落
書
き

や
い
た
ず
ら
を
し
な
い
。

字
舎
市
消
防
本
部
で
は
、
文

化
財
の
防
火
特
別
査
察
や
社
寺

消
防
訓
練
を
実
施
し
て
い
康
ｙ
。

大切な文化財を後世に 11111
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と
急
病
が
百
八
十
四
件
と
大
幅
に

増
加
。
交
通
事
故
は
土
ハ
件
、
運

動
競
技
中
は
十
五
件
の
増
と
な
っ

て
い
未
了
。
特
に
、
急
病
に
は
軽

症
者
が
減
り
、
入
院
が
必
要
な
中

高
年
者
の
急
性
疾
患
の
増
加
が
見

β
9
チ
。

ま
ｕ
、
通
報
に
よ
り
出
動
し
た

結
果
、
不
搬
送
が
百
八
十
八
件
あ

り
、
牛
命
を
守
る
救
急
車
を
正
し

く
利
用
ず
る
ふ
？
心
掛
け
た
い
も

の
で
す
。

日
ご
ろ
の
備
え

確
か
な
防
火

こ
れ
か
ら
迎
え
る
二
月
、
三
月

は
一
年
の
中
で
も
最
魚
蒼
ぷ
乾

燥
し
風
も
強
く
吹
ぐ
季
節
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る

火
種
が
思
わ
ぬ
大
火
に
な
る
こ
と

が
あ
り
求
ｙ
。
防
火
の
備
え
は
だ

れ
も
が
で
き
る
こ
と
。
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
防
火
に
い
っ
そ
う

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

五
十
八
年
は
火
災
件
数
、
損
害

額
と
友
恵
牟
年
間
の
火
災
ワ
ー

ス
ト
2
に
な
り
ま
し
た
。
消
防
本

部
で
は
、
こ
の
記
録
迄
更
新
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
今
後
い
っ
そ
う

防
火
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

り
巡
い
と
考
え
て
い
未
了
。

火災・救急ともに増える
市消防本部の58年統計から

住
宅
に
大
損
害

過
去
1
0
年
で
ワ
ー
ス
ト
2

　
五
十
八
年
一
年
間
に
発
生
し
た

火
災
件
数
は
五
十
五
件
で
、
五
十

七
年
に
比
べ
る
と
一
件
の
増
加
と

な
っ
て
い
水
子
。
し
か
し
、
火
災

の
発
生
件
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
五
十
八
年
の
五
十
五
件
は
、

過
去
十
年
間
の
発
生
件
数
の
中
で

も
四
十
九
年
の
五
十
九
件
に
次
い

火魔撃退へ決意新

たに

文
化
財
防
火
デ
ー

1
月
2
6
日
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ふるさと農園利用者募集

大
久
保
町
で
3
月
開
園

2
月
1
5
日
受
け
付
け

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
晨

業
に
対
す
る
穂
瓢
脆
め
て
い
た

だ
こ
う
と
、
三
月
四
日
か
ら
大
久

保
町
田
原
で
『
ふ
る
さ
と
農
国

を
開
園
し
示
ｙ
。

一
区
画
約
十
五
・
五
平
方
メ
ー

ト
ル
で
百
区
画
を
予
定
。
現
地
に

は
、
農
作
業
用
具
に
物
置
、
そ
れ

に
ト
イ
レ
や
給
水
設
備
な
＾
≫
備

わ
り
、
利
用
し
や
す
い
も
の
に
な

っ
て
い
未
了
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
こ

の
農
園
か
莉
用
さ
れ
、
土
に
親
し

ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
よ
ラ
か
。

開
設
に
際
し
て
は
大
久
保
町
の
農

　1月6日撮影

山道は、まるで白い

天がいに覆われたよ

う。

▲ふるさと農園の風景（横島町落合）

ふるさと農園位置図

4

日産車体京都工場

一
府道宇治淀線

胴同隔‾

大
久
保
バ
イ
パ
ス

一
コ
コ
ー

家
、
森
重
男
さ
ん
と
瓜
生
靖
国
さ

ん
の
ご
協
力
登
得
ま
し
た
。

▼
受
付
期
間
・
・
・
2
月
1
5
ｍ
ｇ
－

2
月
2
5
Ｅ
出
（
日
曜
日
は
除
ぐ
。

土
曜
日
は
午
前
中
）
▼
受
付
場
所

・
・
・
宏
司
役
所
農
林
茶
業
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
、
雲
吊
農
協
本

店
（
豊
⑩
1
2
4
1
）
、
同
大
久

保
支
店
（
豊
＠
5
7
2
1
）
、
同

伊
勢
田
支
店
（
豊
⑩

1
4
4
5
1
）
、

同
小
倉
支
店
（
雲
⑤
2
1
3
8
）
、

即
落
支
店
（
豊
⑩
0
6
3
6
）
、

同
棋
島
支
店
（
豊
⑩
3
0
0
7
）
、

同
東
宇
治
支
店
（
豊
⑩
2
5
5
0
）

▼
募
集
対
象
・
：
市
民
お
よ
び
市
内

に
勤
務
す
る
人
▼
入
園
料
…
年
間

一
万
二
千
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
電
話

次
た
は
、
各
受
付
場
所
へ
直
接
に
。

は
が
き
の
場
合
は
、
本
人
の
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
と

勤
務
先
の
所
在
地
、
電
話
番
号
を

明
記
し
了
ｙ
だ
さ
い
。

な
お
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
い
た
し
柔
ｙ
。
（
農
林
茶
業
課
）

「
市
民
の
主
張
」

発
表
者
を
募
集

早
治
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
で
は
、
創
立
五
周
年
に
際
し
、

二
月
五
日
間
に
木
幡
公
民
館
で
、

第
二
回
字
治
市
青
少
年
健
全
育
成

推
進
大
心
一
を
開
催
し
津
す
。
つ
い

て
は
、
広
く
一
般
市
民
を
対
象
と

し
て
、
「
市
民
の
キ
張
」
発
表
者

か
寡
集
し
柔
ｙ
。

昭
和
四
十
年
の
開
室
以
来
、
多

く
の
人
々
に
親
し
侭
れ
、
利
用
さ

れ
て
き
た
宇
治
市
民
図
書
室
は
、

一
月
三
十
日
㈲
か
ら
今
秋
に
完
成

參
フ
定
さ
れ
で
い
る
市
民
図
書
館

（
折
居
台
一
丁
目
）
の
開
館
ま
で

休
室
し
柔
ｙ
。
図
書
室
が
開
室
以

市民図書室

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

提
供
・
希
望
の
登
録
を

家
庭
の
不
用
な
品
物
や
、
譲

っ
て
欲
し
い
品
物
な
ど
が
あ
れ

ば
、
電
話
吏
陛
は
が
き
で
不

用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
Ⅲ
宇

治
市
挙
冶
琵
琶
3
3
、
早
治
市
役

所
商
工
観
光
課
消
費
牛
吝
係
豊

⑩
3
1
4
Ｌ
内
線
2
9
4
）
へ
。

（
登
録
中
の
品
物
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

整
理
だ
ん
す
、
食
品
棚
、
電

▼
5
募
資
格
・
・
・
宇
治
市
民
▼
主

張
要
旨
…
Ｏ
子
育
て
最
中
の
母
親

の
声
○
家
庭
と
地
域
を
守
る
父
親

の
声
Ｏ
希
望
に
燃
え
る
青
年
の
声

○
青
少
年
健
全
育
成
奎
騏
う
市
民

の
声
▼
発
表
時
間
・
：
Ｌ
ハ
配
分
以

内
▼
締
め
切
り
・
・
・
1
月
3
1
日
▼
申

し
込
み
・
：
教
育
委
員
会
青
少
年
対

策
室
（
雲
⑩
3
1
4
1
）
。

な
お
、
5
募
者
多
数
の
場
合
に

は
、
別
途
に
発
表
を
予
定
し
て
い

し
出
し
や
返
却
か
工
り
早
く
円
滑

に
行
い
、
本
に
対
す
る
質
問
や
要

望
な
ど
に
も
早
ぐ
的
確
に
答
え
ら

れ
る
よ
ｙ
つ
に
す
る
計
画
で
す
。

新
図
書
館
の
開
館
ま
で
不
自
由

を
お
か
け
し
康
す
が
、
移
動
図
書

館
（
そ
よ
か
ぜ
号
）
は
引
き
続
き

1
月
3
0
日
か
ら

休
室
し
ま
す

秋
の
新
図
書
館
完
成
ま
で

来
、
収
集
し
た
郷
土
資
料
、
行
政

資
料
、
そ
の
他
貴
重
な
図
書
や
資

料
な
ど
は
、
整
備
・
整
理
奎
行
い
、

新
図
書
館
に
移
す
予
定
で
す
。

新
図
書
館
開
館
に
際
し
て
は
、
新

し
い
本
を
多
数
購
入
し
、
ま
た
コ

ン
ピ
ュ
1
1
タ
ー
も
導
入
し
て
、
貸

巡
回
Ｌ
ま
す
。
新
し
い
巡
回
先
と

し
て
、
宇
治
市
公
民
館
前
も
加
わ

り
求
了
。
巡
回
は
毎
月
二
回
で
第

二
、
第
四
月
曜
日
、
午
後
一
時
か

ら
四
時
半
ま
で
。
一
世
帯
十
冊
以

内
か
次
回
巡
回
ま
で
貸
し
出
し
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

気
ス
ト
ー
ブ
、
シ
ン
グ
ル
ベ
″

ド
、
ラ
ジ
カ
セ
、
ミ
キ
サ
ー
、

電
気
マ
″
サ
ー
ジ
機
、
エ
レ
ク

ト
ー
ン
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ォ
ー
ク

ギ
タ
ー
、
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
、
ガ

ス
レ
ン
ジ
、
そ
必
甫
自
転
車
、

婦
人
用
自
転
車
、
歩
行
器
、
ベ

ピ
ー
バ
ギ
ー
、
す
．
べ
ぴ
台
、
剣

道
防
具
一
式
、
健
康
器
具
（
自

転
車
運
動
器
、
漕
艇
運
動
器
）
、

ブ
ラ
ザ
上
余
用
編
み
機
、
シ

季
ｙ
。
（
青
少
年
対
策
室
）

今
月
は

市
・
府
民
税
の
納
期
月

一
月
は
、
市
・
府
民
税
第
四
期

分
の
納
期
月
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
お
忘
れ
な
ぐ
最
寄
り
の
金
融
機

関
で
お
納
め
ぐ
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

郷
土
史
勉
強
会

読
書
ク
ラ
ブ
協
議
心
一
の
学
習
会

『
我
が
ま
ち
宇
治
、
宇
治
川
と
と

も
に
』
で
は
、
。
宇
治
の
道
シ
リ

ー
ズ
”
と
題
し
て
、
勉
強
心
一
を
開

ま
た
、
左
表
の
家
庭
、
地
域
文

庫
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
に

家庭・地域文庫一覧表（敬称略）

ヨ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
、
動
力
ミ
シ

ン
、
シ
ャ
ワ
ー
、
海
外
抱
灯
用

か
ば
ん
。

〈
譲
り
ま
す
〉

食
堂
4
点
セ
ッ
ト
、
食
卓
テ

’
・
‐
プ
ル
、
リ
ピ
ン
グ
ー
点
セ
ッ

ト
、
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
、
脱
水

機
、
オ
ル
ガ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
″

ト
、
石
油
温
風
ヒ
ー
タ
ー
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
、
歩
行
器
、
ベ
ビ

ー
バ
ギ
ー
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
メ
リ

ー
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
コ
ン
ビ

ラ
ッ
ク
、
ス
キ
ー
用
品
一
式
、

ミ
シ
ン
、
そ
ろ
収
九
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ
、
す
べ
口
台
、
湯

沸
か
し
器
。
（
商
工
観
光
課
）

き
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
1
月
2
5
Ｂ
Ｓ
’
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労

動
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師
・
：
若

原
英
式
さ
ん
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
読

書
ク
ラ
ブ
協
議
会
代
表
、
助
川
桂

ヱ
λ
ん
（
雲
⑩
3
4
5
8
）
。

吊
民
図
書
室
）

自
衛
官
募
集

第
四
次
自
衛
官
募
集
が
始
ま
り

ま
し
た
。
お
問
い
ふ
Ｂ
せ
は
、
宇

治
募
集
事
務
所
（
豊
＠
7
1
3
9
）

へ
。
（
総
務
課
）

つ
い
て
は
、

だ
さ
い
。

各
文
Ⅲ
に
お
尋
ね
ぐ

（
市
民
図
書
室
）

文庫の名ｆｒ．文庫の所在地代表ｔ氏名・住所 貸出日時 問い合わせ先

御蘆山どんどん文庫御蔵山集会所
北出トミ子木幡御蔵山39－409第1．第2．第3土曜日午ｔ≫2－4時北出（32－6276）

木幡りす文庫 木幡公艮分館
竹内毎子木幡北山畑21

毎週土曜日午後2～4時
竹内（32－5202）

すみれ文庫 石居宅
石居登美子

広野町’Ｉヽ根尾52－2

隔週土曜日乍ｉ＊2－5時石居（43－2162）

西小倉地域文庫 西小倉集会所
片山和水小倉町南浦81－7

毎週土曜日午後2～4時

平櫛（24－0217）

ひろの文庫 広野集会所
橋本操

Ｅ野町・！覗尾130－43

嗅本（23－1541）

南陵子ども文庫 南ｆｉ．町集会所
金川明子

南陵町1丁目1－116

金川（23－3388）

新半白子ども文庫新半白集会所
江崎芙子宇治半白54－27 江崎（22－2360）

にんじん文庫 石川宅
石川直子

大久保町大竹20－25

石川（44－7253）

南山子供会児童文庫東木幡集会所
入倉千恵木幡南山80－207

ｍｉ．第2．第3土Ｕｉ日午後2～4時入倉（32－3149）

大開文庫 三軒家集会所
奥田澄子

広野町大Ｉｉａ53－126
毎週土曜日午後2～ｉ時

小野’（23－2835）

はこぶね文庫 宇治教会
大井和子

木幡南ｌｌｉ畑28－28

金午1重1時半－4時ｔ午柵2時－4時半

日午削10時～ＩＯ時半

宇治教会（21－2896）

家
庭
教
育
学
級

今
日
、
否
七
叢
り
脅
ぐ

環
境
は
、
好
ま
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
1
？
）
ん
。
そ
こ
で
、
早
と

も
た
ち
が
健
康
で
意
欲
あ
φ
人

間
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、

親
と
し
て
ご
ユ
義
ば
い
い
の

か
、
講
師
の
先
生
の
お
話
ｍ

き
、
み
ん
な
竺
緒
に
老
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
だ
表
の
と

お
り
▼
と
き
Ｆ
い
ず
れ
も
午
後

1
堕
Ｔ
ｔ
時
▼
と
こ
φ
・
・
宇

治
市
公
民
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
の
小
学
校
高
学
年
の
思
璽
や

中
学
忠
ｙ
も
つ
親
▼
定
員
・
・
・
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・

早
治
市
公
民
館
へ
直
接
来
館
か

電
話
刄
（
宏
吊
公
民
館
）

家庭教育学級の日程・内容

月日 －7－マ 予定講師

ｌＶ 開講式子どもの成長（からだの発ｉｔ）・京価文丘短期大学

教授平井新司さん

2 2／8附子どもの食生活を考える
京ｅ文ｌｉ短期大孚

岐授本ａキミコさん

3
2／15閑

現代の教育制度
京都教育大φ
助岐Ｉｔａ内孜きん

4
2／29困子どもの基礎学力とは

京都教育大学教授粟田侈さん

5 3／7哨生活にａざしたＴ習とは

6 3／14團学校の役ｎ・家庭の役割
皿谷大幸

教授杉本一義さん

7
3／26呵

子どもをとりまく社会環境
ｔｉｅ大学

教授上杉孝賓さん
8 3／29閑子どもの成Ｓ．と地域の役飼

公民館のお知らせ

○宇治市公民館…宇治里尻71の9，

（豊⑩2804）

。○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

の7（ｎ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺内

91（ｎ⑩4687）

子
育
て
勉
強
室

子
育
て
に
関
し
て
、
経
験
者

は
よ
く
こ
ん
な
こ
と
鷲
言
い
ま

す
。
「
子
戸
石
は
、
親
の
言
う

と
お
り
に
は
育
た
な
い
。
親
の

子育て勉強室の日程と内容

す
る
と
お
り
に
育
つ
も
の
だ
」

・
・
・
こ
の
意
味
蔵
み
ん
な
で
考

え
合
っ
了
？
安
ん
か
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と

お
り
▼
と
き
・
：
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
1
正
午
▼
と
こ
ろ
：
小
倉

公
民
館
▼
対
象
・
・
・
小
学
生
敬
む

つ
親
▼
定
員
・
：
3
0
人
▼
申
し
込

み
・
・
・
往
復
は
が
き
に
「
子
育
て

勉
強
室
受
講
希
誤
と
明
記
し
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
刄
3
1
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
て
。

な
お
、
こ
の
教
室
は
、
講
師

ｍ
え
、
受
講
生
同
士
の
話
し

合
い
に
重
点
忿
厦
い
て
い
未
ｗ

（
小
倉
公
民
館
）

月日 テ’－マ 講師

1 2／7（幻

開講式

子どもの硯実一子どもの生盾は

小さくまとまっている～

小倉公尺餓伊≫博昭館艮

大阪音楽大学助教授大前哲ｓさん

2 2／14（心

親と子の家Ｂ生活

～観は、子どもの生長を

はげましているか～

大阪音楽大学助教授大前哲Ｓｉん
3 2／22團

子どもと学杖・地域

～熱中体験と生活体験

を豊かに～

4 2／29團
孚習・実践活動のすすめ

～すべての子どもに

豊かな放課後を～

5
・3／7

哨
まとめ

これからの学習
’ｌ－倉公民館職貝

282

お
知
ら
せ

あなたも野菜作

りを

興聖寺琴坂

カ
メ
ラ
ル
ポ

新春雪景色

ふ
る
さ
と
農
園

関電放水路

▼
冬
枯
れ
の
桜
並
木
も
花
を

　
咲
か
せ
た
よ
う
。

■ ■ ■ ■ ■ －
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